
【ゼロカーボン実現に向けた事業提案】提案書 

 

１ 提案者情報 

所在地 千代田区九段南１－２－１ 

事業者（団体）名 A 社 

代表者氏名 千代田 太郎 

担
当
者 

部署・氏名 環境政策課 千代田 花子 

住所 〒102-8688 千代田区九段南１－２－１ 

電話 03-5211-4255 

メール kankyouseisaku@city.chiyoda.lg.jp 

 

２ 募集要領への同意 

 募集要領へ同意します 

 

３ 提案内容 

提案事業名 地方と連携した産地指定の再エネ電力供給 

提案概要 提案する事業の概要を 300 字程度で簡潔に記載してください。 

１ 概要 

 本事業では、地域連携による再生可能エネルギーの活用を目的として、脱炭素

化へ向けた連携協定等を結ぶ自治体地域で発電された再エネ電力や非化石証書

を区内事業者が利用できる仕組みを構築する。 

２ 事業内容 

（１）再エネ電力の利用 再エネ電力を供給する小売事業者は入札方式で極力

安く調達する。 

（２）非化石証書の購入 使用電力と同量の非化石証書購入を「CO2 オフセッ

ト」と見なし、現行の電気契約そのままで「実質再エ

ネ」扱いを可能にする。 

 再エネ電力の利用又は非化石証書の購入を希望する区内事業者は、ホームペ

ージで広く募集する。併せて、区内で電力を供給する小売電気事業者も募集す

る。 

３ 電力内訳 

自治体名 発電事業者 発電設備種別 年間発電量（想定） 

●●村 ２社程度 太陽光 6,000,000kWh 

〇○市 ５社程度 
太陽光、風力、バイ

オマス 
19,000,000kWh 

 

実施スケジュール 事業実施に向けたスケジュールを記載してください。 

２０２４年 ９月 実施内容の調整・決定 

２０２５年 ４月 発電事業者の選定 

      ６月 利用事業者募集開始 

記入例 
※既存の事業を記

載しています。 



区の費用負担  有              ☐ 無 

（有の場合） 

内容・金額 

運営委託費： 500,000 円 

事業実施の効果 CO2 削減量の     算定可        ☐  算定不可 

CO2 削減量の算定が可能な場合、算定根拠を記載してください。 

 5,015.15 ｔ/年 

内訳：③＋⑤＝5,015.15ｔ/年 

   CO2排出係数※＝0.000445t/kWh（①） 

   ※最新の電力の二酸化炭素排出係数（２０２１年度都内全電源加重平均）を使用 

（１）再エネ電力の利用 販売再エネ量＝10,000,000kWh/年（②） 

削減ＣＯ２量＝①×②＝4,450ｔ/年（③） 

（２）非化石証書の購入 非化石証書売上量＝1,270,000kWh/年（④） 

削減 CO2 量＝①×④＝565.15ｔ/年（⑤） 

その他区において期待できる効果を具体的に記載してください。 

・再生可能エネルギーの導入にあたりネックだったコストの高さが、入札方式

による事業者決定である程度軽減されることで、事業者に対する再エネの導入

を促進できる。 

・現在の電気契約そのままで非化石証書の購入ができることで、事業者による

非化石証書の購入を促進できる。 

添付資料  有（A4判４枚まで）         ☐ 無 

備考  

 

４ アンケート 

この提案制度を何で知りましたか（当てはまるものを全て選択してください） 

☐  区の広報紙                  ☐  区のホームページ 

☐  ＳＮＳ                    ☐  区からのメール案内 

☐ 民間団体等（東京商工会議所等）からの情報提供 ☐ その他（        ） 

質問１の広報周知の他にどのような方法があると良いと思いますか。（自由記載） 

（自由記載） 

なぜこの提案募集に応募しようと考えましたか。その理由や気になった点をご記入ください。 

例：当社事業の PR と考えたため。 

（自由記載） 

その他、ご意見ありましたらお聞かせください。 

例：来年度も続けてもらいたい。 

（自由記載） 

✓ 

一定期間無償ののち有
償となる場合は「有」
に○ 
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